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【ブラックかホワイトか】

国際的な人の往来が盛んになり、情報が国境を越えて流通し

ている。それでも現地に行ってみないとわからないことが残って

いる。

先頃、私はAPAN（アジア太平洋高度ネットワーク の

会合に参加するためにオーストラリアに出張した。オーストラリ

アではコーヒーを注文すると「ブラックかホワイトか」と聞かれ

る。おもしろいのでホワイトを注文してみる。出てきたのは特に

変わった味のコーヒーではない。ミルクの入ったコーヒーがホワ

イトである。なるほど正しい英語だ。それにしてもミルクが豊富

にある。オーストラリア国立大学の宿舎でも、街のホテルでも部

屋の冷蔵庫に紙パックの牛乳が置いてあり、無料サービス。その

冷蔵庫はfridgeと表示してある。これは英式だそうだ。

レストランに行くと、カンガルー肉のステーキがある。さ

っそく食べてみたが、味は特に変わった感じがし

ない。私は食べる機会がなかったが、ワニ

の肉も普通にあるらしい。土産物の店に

行くとカンガルーやワニの干肉を売っ

ている。

【ベジマイト登場】

私たちはオーストラリア国立大学

（キャンベラ）での仕事を終えてブリス

ベンに移動した。

ここでの訪問先はAPNIC である。街

中でホテルの近所を散歩していると、フクロウ（owl）の

マークのコンビニがあった。そこで私の友人の尾内理紀夫（おな

いりきお）氏は「ベジマイト」 が棚に並んでいるのを見

つけた。

このベジマイト（Vegemite）というのは名前のとおりに野菜

（ベジタブル）を原料とした食品で、あとで気が付いたのだが、日

本語のガイドブックにも載っていた。インスタントコーヒーのよ

うな形の瓶に入っている。KRAFTというのが製造会社らしい。

乳酸というような表現が書いてあるので、ヨーグルトのようなも

のかと思うとむしろ納豆に近いという話である。私は試食してい

ないので、情報が不足している。

なぜ試食していないかというと、尾内氏は奥様へのお土産とし

て購入したものの、私たちには買うことを勧めなかった。「普通の

日本人の口には合いませんよ」そう言われると気になる。なぜ自

分では買うのか、と聞くと、尾内夫人は高校時代にオーストラ

リアに1年間留学していた。ベジマイトは懐かしい味だという。

翌日に私たちはAPNICを訪問した。事務局長のポール・ウィル

ソン氏にベジマイトのことを尋ねてみると、「オーストラリア人の

中でも好きな人と嫌いな人がいる。自分は好きなほうだ。子供の

時から食べている。どのように食べるかというと、食べるという

よりもパンに塗るもの」。それにしても、ウィルソン氏は日本人の

中にベジマイトが好きな人がいるというのは信じられないという。

【日本にも納豆あり、梅干もある】

そう言えば、納豆は日本人の中でも食べない人がいる。私の友

人の米国人ジェフリー・スミス氏は納豆が大好物で、わざわざ水

戸まで買いに行ったことがある。これは一般の日本人の水準を超

えている。ベジマイトが好きな日本人がいても不思議ではない。

日本に来て納豆に挑戦した外国人は大勢いると思う。私も試

食を勧める側だ。もっとも、納豆は有名なので海外でも結

構知られている。私にとって意外だったのはシン

ガポールの友人に梅干を勧めた経験だ。彼

は梅干を全然食べられなかった。あの

塩辛い味が苦手のようだ。日本人に

とっては子供時代の懐かしい味だと

思う。

それにしても日本人は何でも食べ

る。世界の料理を東京で食べること

が可能である。珍しい果物だって、値

段をいとわなければ日本で入手できる。こ

の東京で手に入らないとすると、やはりベジマ

イトは日本人の口には合わないのか。

【ベジマイトを東京で発見】

そう思って近所のコーヒー豆の店の棚を見ていたら、ベジマイ

トの瓶を発見した。この店はコーヒー豆に限らず、アジア系の食

材を広く扱っている。棚のベジマイトは235グラム入りの小さな

瓶だ。日本語の解説が貼ってある。野菜が原料で栄養価が高い。

さっそく買おうと思ったのだが、ちょっと待て。今までの情報

を総合すると、私の家族は小瓶1つを食べ切れない恐れがある。

ほんの少し試食してみて、あとは尾内氏に譲ろうか。

それにしても東京という街は偉い。本当に国際都市なのであ

る。そして日本人は何でも食べる。
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